
白
眉
会
研
修
旅
行
に
公
金
羞
寵

市
中
勝
訴
が
藤
定

．
横
浜
市
賓
区
長
（
当
時
）
ら

が
2
0
0
4
年
、
同
区
連
合
町
内

会
自
治
会
の
研
修
贋
龍
参
加
す

る
の
に
出
董
雇
貸
出
し
た
の

は
違
法
だ
と
し
て
、
よ
こ
は
ま
市

長
号
音
マ
ン
が
横
浜
市
雪

空
計
り
、
、
一
窪
長
ら
に
肇
な

ど
靂
遷
誅
求
す
る
よ
う
求
め
た

宮
恩
で
意
廣
嘗
一
小
法

学
（
横
馨
帝
展
）
は
、
上

屋
畏
羞
葦
産
い
決
足
滝

し
町
2
8
鳥
。

こ
れ
に
よ
り
、
元
区
長
に
計
約

6
万
円
窓
蕾
蔓
寄
る
よ
う

横
浜
市
長
に
命
じ
た
東
京
高
裁
判

決
が
寧
た
。

壷
智
決
に
よ
る
と
、
元
区
長

ら
職
農
3
■
人
は
0
4
年
牒
月
、
連
合

町
内
会
自
治
会
の
1
沿
2
日
の

研
修
旅
行
に
参
彗
1
同
層
は
神

戸
市
で
震
盗
閃
尊
ど
を
視

察
し
、
翌
月
は
う
ず
潮
葡
船
に

乗
船
し
た
り
酒
造
記
念
館
を
見
学

し
た
り
し
た
。
判
決
は
2
日
目
に

っ
い
て
必
凄
性
を
認
め
な
か
っ

た
。林
文
子
・
横
浜
市
長
は
「
判
決

の
内
容
に
従
っ
て
必
要
な
事
務
宇

続
き
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と

す
る
コ
メ
ン
ト
を
出
し
た
。

〃
車
庫
を

一
し

市
元
区
長
へ
の
旅
費

∵
蕃
求
判
決
確
定

落
葉
は
観
光
日
的
」

横
浜
市
都
筑
区
長
と

貞
二
人
の
計
三
人
が
区

≡
≡
≡
≡
≡
≡
王
≡
ニ

h

H

一
朝ハレ解

輯♂殖／

ら
に
同
行
し
た
二
〇
〇
四

年
の
視
察
研
修
は
観
光
目

的
だ
っ
た
と
し
て
、
出
張

旅
費
な
ど
約
十
八
万
円
を

返
遷
さ
せ
る
去
つ
市
側
に

求
め
た
住
民
訴
訟
で
最

高
裁
第
一
小
法
廷
（
検
田

尤
孝
裁
判
長
）
は
二
十
九

日
ま
で
に
、
市
側
の
上
告

を
受
理
し
な
い
決
定
を
し

た
。
当
時
の
区
長
に
約
六

方
五
千
円
を
返
還
請
求
す

る
よ
う
命
じ
た
二
審
判
決

が
確
定
し
た
。
決
定
は
二

十
八
月
何
。

㌦
〇
八
年
十
一
月
の
二
審

秦
帝
高
裁
判
決
に
よ
る

と
、
当
隊
の
区
長
ら
は
○

四
年
、
溌
嘗
発
生
時
の
対

応
策
を
研
修
す
る
と
の
名

目
で
兵
庫
県
に
〓
旧
二
日

の
日
程
で
出
張
。
一
日
目

に
神
戸
市
の
「
版
神
・
淡

路
大
農
災
記
念
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
を
訪

れ
、
地
元
住
民
と
意
見
交
ノ

換
な
ど
を
し
た
。


